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役員選出方法に関する規程  

 
（目的） 
1. 会則９条による役員選出を円滑にならしめるために本規定を定める． 

（選挙管理委員会） 
2. 会長は正会員（名誉会員及び顧問を除く）の中から，選挙管理委員を若干名委嘱し，選挙に関する

事務処理をおこなうための選挙管理委員会を組織する． 
3. 選挙管理委員会は，互選により委員長および副委員長を各１名選出する． 

（被選挙権，選挙権の付与） 
4. 役員選挙に関する被選挙権は役員任期満了年度の前年度会員であり，当該役員選挙投票締切日にお

いて，引続き正会員（名誉会員及び顧問を除く）である者に付与される． 
5. 役員選挙に関する選挙権は，当該選挙開始６ヶ月前までの正会員（名誉会員及び顧問を除く）に付

与される． 

（理事の選出） 
6. 理事には会員選出理事および会長推薦理事をおくものとする．会員選出理事の選挙は，正会員（名

誉会員及び顧問を除く）の電子投票によるものとし，選出定数を８名とする． 
7. 投票は，電子媒体を用いて，８名を記し，指定の期日までに投票したものをもって有効とする． 
8. 理事の当選者はそれぞれ得票数の順により，上位から定数までとする．同点者が生じた場合は，年

少の者とする． 

（会長，副会長，常務理事，会長推薦理事，監事の選出） 
9. 現会長は，選挙に選ばれた新理事を召集する．そして次期会長・副会長・常務理事は選挙により選

出された理事による互選で決定する． 
10. 会長は，会長推薦理事を若干名と監事２名を推薦し，選挙により選ばれた理事の承認を得るものと

する． 
11. 会長の連続しての任期は３期までとする． 


